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纏景の村

風景の糸 （縦）畑を介して自然に触れ、
コオロギなどの虫が集まる

日常の糸 （横）

人を受け止め、
パブリックな公園へ

曲線を描いた糸の動線により
プライベートを確保

店舗を設置することで、
まちの人々を纏景とする

糸の隙間は中庭になり、
光を届ける

空間を緩やかに分ける
植栽と斜面

十字を描いた動線
により住戸を分ける

公園と化し、
その音は現代の纏景を表す

生活と自然が
織り込まれる

縦糸による季節で
変化する風景

自然が流れるように室内へと
向けられる

斜面と中庭による採光は、
反射により柔らかい光となる

雪により反射光は増え、 外への意識が増す

曲線を屋根とした部分では、
洞窟のような空間が

生まれ、 一人の場が形成される

雪による吸音効果で、 穏やかに過ごせる

開口を大きくとるため、 外気を取り入れ
自然な温度調節が可能

住戸同士で風景を共有し、 借景を
誘発する

光、 雪、 季節の移ろい、 風、 音、、 自然から要素を抽出して糸を紡ぐ。

壁、 床、 障子、、 暮らすための機能を紡いでいく。

自然と住まいの糸を織り込んで生まれる 1 枚の布は日常を柔らかく包み込む。

古くから自然は人々の心を動かし、 人と人を繋いできた。

コオロギの鳴き声が聞こえる。 温かい木漏れ日が降り注ぐ。

お隣さんの肉じゃがの匂いに誘われる。

纏景の村では自然と人々がともに干渉し、 風景を紡いでいく。
部屋移動に屋外を必要とすることで

季節を肌で感じる

斜面を彩る景色は季節を写す

住戸 1 の間取り

十字動線

「風景を纏うように暮らす。」

スタディ模型 ： 自然と日常を織る

風呂場から望む ： 風景に浸る こたつから望む ： 風景に潜る
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部屋が分離され移動
には屋外を介す

斜面に囲われ、 室内へと
時期によって異なる風景を取り込む

中庭と斜面は気配を感じる
程度の距離感を生み、

住民同士の距離を縮める
動線の下部分を住民の

共有空間とする

洞窟のような空間
で音を楽しむ

斜面でありながら大きく開口を
2 方向にとることで風を通す

中庭や斜面の反射で
柔らかい光を感じる
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